





























































































世代である59 ～ 63歳（1945 ～ 49生まれ）の人口は108万人であるが、朝鮮戦
争世代の55 ～ 58歳（1950 ～ 53年生まれ）は70.5万人である。また、北朝鮮で




























　 1993（A） 2008（B） 差（A－B）
北　朝　鮮 2.13 2.00 0.13 
　 都　市 1.91 1.89 0.02 







































































































　 男 女 男女格差
北 朝 鮮 全 体 29.0 25.5 3.5
　 都　市 29.1 25.8 3.3






















































推 計 北朝鮮発表 推 計 推計（男） 推計（女）北朝鮮発表（男女） UN(男) UN(女)
1993 5.88 5.5 27 70.4 67.0 74.1 72.7 66.6 73.5 
1994 6.97 28 70.2 66.2 73.3 
1995 7.99 6.5 32 68.7 65.4 72.5 66.1 73.6 
1996 9.40 6.8 39 66.7 63.4 70.5 70.1 
1997 10.83 43 64.5 61.4 68.5 
1998 11.34 9.3 50 63.7 59.5 66.4 
1999 10.97 8.9 48 64.3 60.0 66.9 66.8 
2000 10.65 8.8 49 64.8 60.5 67.4 67.1 
2001 10.38 65.3 61.0 67.9 
2002 10.13 32 65.7 61.4 68.4 64.2 68.8 
2003 9.92 66.2 61.9 68.8 
2004 9.74 66.6 62.4 69.3 
2005 9.60 67.1 62.8 69.7 
2006 9.48 67.5 63.3 70.1 
2007 9.36 68.0 63.7 70.5 65.1 69.3 








































































































5,887,471 1,988,415 2,584,435 1,261,709 52,912
(100) (33.8) (43.9) (21.4) (0.9)
都市
3,579,626 616,955 1,773,414 1,164,767 24,490
(100) (17.2) (49.5) (32.5) (0.7)
農村
2,307,845 1,371,460 811,021 96,942 28,422
















注１） この調査遂行のために、国家人口調査運営委員会（National Census Steering 
Committee；NCSC）傘下に道、市、郡の人口調査運営委員会を組織した。各組織は
副総理と各部署の次官で構成されていて、NCSCは人口調査事業の指示事項交付、案内、
監督および各部署間の協力、調整の役割を遂行する。
　　北朝鮮の中央統計局は人口調査計画および実行を担当する。各道、市、郡の統計局
は各地域の人口調査に参加している。北朝鮮は人口調査のために約35,000人の調査員
と約8,000人のチーム監督官を採用し、訓練した。また、各地域の統計局の正規職員は
調査地域の監督官として人口調査に参加した。彼ら人口調査地域監督官は道地域資料
収集活動の組織、調整、監督を担当する。
　　人口調査対象者は、北朝鮮に住んでいるすべての住民と人口調査当時北朝鮮市民権
を保有した他国的国民も含み、里、村、洞に所属しているすべての家、および機関宿
舎（寄宿舎、乳児院、軍隊、監獄）に住んでいる人々である。
　　人口調査は2008年10月１日から15日まで15日間、調査員がこうした家々や機関宿舎
ごとにアンケート調査を実施して資料を収集した。
　　正確な人口調査のためには地図製作が必須である。1993年の人口調査では地図製作
をしなかったが、今回は地図製作も行った。これは、各市や郡の調査地域の設計事務
所が担当し、調査実施前の2007年11月、設計士を対象とした地図製作関連技術訓練お
よび人口調査を目的とする地図製作準備法を３日間教育した。
注２）本来意味するところは、1938年12月から1939年３月まで金日成ら抗日パルチサンが、
満洲で日本軍と闘いながら行軍したことであるが、1996年から2000年までの、飢饉と
経済的困難を乗り越えるためのスローガンとして、労働新聞に掲載された。
注３）餓死者規模に対する既存の推定は以下のとおりである。
北朝鮮の人口－2008年北朝鮮人口センサスを中心として－　三浦
－69－
　　統計庁推計(1999):26万8千人
　　黄ジャンヨプ：95年50万人、96年100万人、97年150万人
　　UN：1995 ～ 98年に200万人等
注４）一般世帯類型別人口構成費の計算には1993年センサス資料と同じように、北朝鮮全
体で実際調査された人口2,405.2万人中、行政区域世帯に居住しない70.2万人を除いた。 
また、集団施設である合宿所、寄宿舎、養老院、療養所、休養所、育児院、愛育院で
生活している21.6万人も除いて、一般世帯に住んでいる世帯構成員を2,313.1万人で集
計した。
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